
令和６年（2024年）11月 25日 第 325号（2）足 立 区 議 会 だ よ り

令和６年9月20日、24日、
25日に開会した本会議で
代表・一般質問を行いま
した。

災
害
時
の
福
祉
的
な
支
援
充
実
へ

【
問
】
本
年
６
月
に
修
正
さ
れ
た
国

の
防
災
基
本
計
画
で
は
、
避
難
所
の

保
健
医
療
福
祉
に
関
わ
る
支
援
者
と

し
て
「
日
本
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
支
援
協
会
」
が
追
加
さ
れ
た
た
め
、

今
後
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
の
理
学
療

法
士
等
か
ら
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う

連
携
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
危
機
管
理
】
避
難
者
の
健
康
維
持

の
仕
組
み
構
築
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
の
理
学
療
法
士
を

含
む
様
々
な
分
野
の
専
門
家
と
連
携

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
食
の
支
援
へ
向
け
て

【
問
】
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
パ
ン

ト
リ
ー
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
尽

力
に
よ
り
食
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
近
年
、
企
業
の
食
品
ロ
ス

削
減
の
取
り
組
み
や
流
通
過
程
の
見

直
し
等
に
よ
り
、
企
業
か
ら
の
寄
付

が
減
っ
て
い
る
一
方
、
物
価
高
騰
で

食
の
支
援
希
望
者
も
増
え
て
い
る
た

め
、
食
の
支
援
事
業
者
へ
緊
急
的
な

支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
以
降
も
支
援

の
拡
充
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
未
来
】
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
に
つ

い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
か
ら

食
材
調
達
を
自
己
負
担
し
て
い
る
団

体
が
多
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

運
営
費
の
上
限
及
び
補
助
率
を
拡
充

す
る
補
正
予
算
案
を
今
定
例
会
に
提

出
し
た
。
議
決
を
得
た
場
合
、
新
規

申
請
の
団
体
は
今
年
度
後
半
に
あ
た

る
第
２
期
か
ら
、
既
に
補
助
交
付
決

定
を
受
け
て
い
る
団
体
は
年
度
当
初

に
遡
っ
て
交
付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
来
年
度
以
降
は
、
団
体
の

状
況
等
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

　

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
は
、
都
の

補
助
を
活
用
す
る
団
体
が
多
い
が
、

上
限
ま
で
活
用
す
る
団
体
が
少
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
補

助
等
の
拡
充
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

子
ど
も
食
堂
団
体
に
対
し
て
改
め
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
必
要
な
支

援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

全
て
の
区
民
に
公
平
な
消
費
喚
起
策
を

【
問
】
令
和
７
年
３
月
に
４
回
目
と

な
る
レ
シ
ー
ト
de
商
品
券
事
業
を
予

定
し
て
い
る
が
、
「
500
円
増
額
の
ス

タ
ン
プ
が
も
ら
え
る
特
別
店
が
近
く

に
な
い
」
と
の
区
民
の
声
が
あ
る
。

今
後
、
不
公
平
感
が
生
じ
な
い
よ
う

に
改
善
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
第
４
回
事
業
で
は
特

別
店
制
度
は
設
け
ず
、
申
請
要
件
を

満
た
し
て
い
れ
ば
一
律
の
商
品
券
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

不
公
平
感
を
解
消

す
る
よ
う
改
善
を

考
え
て
い
る
。

制
度
の
拡
充
で
高
齢
者
に
安
心
を

【
問
】
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
高

齢
者
あ
ん
し
ん
生
活
支
援
事
業
を
展

開
し
て
い
る
が
、
「
認
定
を
受
け
る

ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」
と
の
声

が
あ
る
。
今
後
は
、
で
き
る
限
り
多

く
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
制
度

介
護
人
材
確
保
に
向
け
支
援
策
を
！

【
問
】
品
川
区
で
は
介
護
職
員
の
採

用
経
費
に
対
し
て
上
限
50
万
円
ま
で

補
助
す
る
と
共
に
、
介
護
職
員
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
月
１
万
円
の
特
別

手
当
を
支
給
し
て
い
る
。
当
区
に
お

い
て
も
、
人
材
確
保
の
面
か
ら
処
遇

改
善
策
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
高
齢
者
】
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

連
絡
協
議
会
と
、
人
材
確
保
等
の
様
々

な
課
題
に
対
す
る
検
討
の
場
を
新
た

に
設
け
議
論
を
進
め
て
い
る
。
事
業

者
の
声
を
十
分
に
聴
き
、
人
材
確
保

経
費
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
支
援
充
実
を

【
問
】
①
教
育
委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト

を
通
し
て
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
全
て
の
学

校
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と

社
会
情
勢
に
沿
う
施
策
展
開
の
た
め
に

【
問
】
区
の
施
策
に
人
権
の
視
点
を

浸
透
さ
せ
る
こ
と
等
を
目
的
に
、
有

識
者
等
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
足
立
区
人

権
施
策
推
進
懇
談
会
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
本
年
５
月
に
は
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
人
権
侵
害
」

を
テ
ー
マ
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
内
の
「
守
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ

る
人
権
問
題
」
に
て
比
較
的
上
位
で

あ
っ
た
「
障
が
い
者
」「
女
性
」「
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
を
テ
ー
マ
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
総
務
】
今
後
の
テ
ー
マ
選
定
に
関

す
る
方
針
に
つ
い
て
は
、
当
該
ア
ン

ケ
ー
ト
上
位
の
「
障
が
い
者
」
「
子

ど
も
」
「
女
性
」
「
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
」
等
を
中
心
に
、
社
会
情
勢
等

も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
環
境
整
備
を

【
問
】
教
育
現
場
に
お
け
る
多
目
的

ト
イ
レ
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
み

な
ら
ず
、
障
が
い
を
も
つ
児
童
・
生

徒
に
と
っ
て
も
有
用
で
あ
る
。
区
は

こ
れ
ま
で
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

進
め
て
き
た
が
、
今
後
は
で
き
る
だ

け
早
期
に
各
校
１
か
所
を
目
安
に
多

目
的
ト
イ
レ
の
導
入
を
推
進
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
学
校
運
営
】
令
和
６
年
９
月
現
在

で
小
学
校
67
校
中
56
校
、
中
学
校
35

校
中
32
校
に
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置

し
て
い
る
。
未
設
置
の
学
校
に
つ
い

て
も
、
令
和
７
年
度
中
を
目
途
に
各

校
１
か
所
以
上
の

設
置
に
向
け
て
、

整
備
を
進
め
て
い

く
。

制
度
拡
充
で
企
業
の
期
待
に
応
え
よ

【
問
】
小
規
模
事
業
者
等
経
営
改
善

補
助
金
は
区
内
事
業
者
の
期
待
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
補
助
金
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
対
象
事
業
者
の
拡
充

等
に
よ
り
申
請
数
が
大
幅
に
増
加
し

た
が
、
区
内
全
事
業
者
数
を
考
慮
す

る
と
、
需
要
は
依
然
と
し
て
あ
る
と

考
え
る
。
来
年
度
に
向
け
て
更
な
る

拡
充
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
今
年
度
、
当
初
想
定

の
約
1.8
倍
の
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
や
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
経
営
改
善
に
使
用
で

き
る
補
助
金
を
望
む
声
が
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
来
年
度
に
向
け
て
拡
充

を
検
討
し
て
い
く
。

住
民
福
祉
を
守
る
た
め
に
支
援
せ
よ

【
問
】
介
護
・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

　

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、

区
政
全
般
に
つ
い
て
、
各

会
派
を
代
表
し
て
６
名
の

議
員
が
代
表
質
問
を
、
各

会
派
及
び
無
会
派
の
６
名

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

以
下
、
そ
の
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

　

な
お
、２
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
か
ら
各
質
問
者
の
録
画

映
像
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

代
表
・
一
般
質
問

足

立

区

議

会

公

明

党

　
　

公　

明　

党　
　

大　

竹　

さ
よ
こ　

議
員

区
民
の
み
な
さ
ま
が
希
望
す
る

未
来
が
実
現
す
る
足
立
区
へ
！

足立福祉（＝足立福祉事務所）、げんき（＝こども支援センターげんき）･･･各所長　エリア（＝エリアデザイン推進）、未来（＝あだち未来支援）、高齢者（＝高齢者施策推進）、道路公園（＝道路公園整備）、建築･･･各室長

足
立
区
議
会
自
由
民
主
党

　
　

自
由
民
主
党　
　

長　

沢　

興　

祐　

議
員

区
の
現
状
課
題
を
解
決
し
、
明

る
い
未
来
に
向
け
た
問
題
提
起

　
　

公　

明　

党　
　

水　

野　

あ
ゆ
み　

議
員

高
齢
者
施
策
推
進
・
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
不
登
校
支
援
を
‼

　
　

公　

明　

党　
　

太
田　

せ
い
い
ち　

議
員

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
で
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
足
立
を
！

変
更
が
望
ま
れ
る
が
ど
う
か
。

【
福
祉
】
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
す
る
預
託
金
が
必
要
な
従
来
の
制

度
は
、
必
要
な
支
援
が
網
羅
さ
れ
て

お
り
、
一
定
程
度
の
ニ
ー
ズ
も
あ
る

こ
と
か
ら
引
き
続
き
実
施
す
る
が
、

こ
の
制
度
に
加
え
て
、
葬
儀
や
財
産

の
処
分
等
に
特
化
し
た
預
託
金
を
不

要
と
す
る
新
た
な
制
度
を
来
年
度
か

ら
導
入
す
る
方
向
で
検
討
し
て
お
り
、

更
な
る
利
用
者
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
検
診
実
施
を

【
問
】
令
和
元
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
自
己
負
担
500
円
の
乳
が
ん
検
診
に

つ
い
て
、
特
に
希
望
が
多
い
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
に
検
診
車
で
の
検
診
を

早
急
に
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
伺
う
。

【
衛
生
】
年
度
末
で
予
約
が
取
り
づ

ら
く
な
る
２
月
頃
の
日
曜
日
に
実
施

で
き
る
よ
う
、
区
医
師
会
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

低
学
年
児
童
の
入
室
を
優
先
さ
せ
よ

【
問
】
低
学
年
の
児
童
を
持
つ
多
く

の
保
護
者
に
と
っ
て
、
我
が
子
が
学

童
保
育
室
の
待
機
児
童
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
生
活
ス
タ
イ
ル
に
も
関

わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
低
学
年

児
童
が
待
機
と
な
ら
な
い
仕
組
み
を

検
討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
令
和
７
年
度
入
室
審
査

か
ら
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
の
学
年

補
正
の
加
点
を
多
く
配
分
し
、
低
学

年
の
児
童
が
よ
り
優
先
さ
れ
る
よ
う

見
直
す
予
定
で
あ
る
。

考
え
る
が
ど
う
か
。

②
保
護
者
が
子
ど
も
の
将
来
に
希
望
を

持
て
る
よ
う
な
情
報
を
容
易
に
キ
ャ
ッ

チ
で
き
る
（
仮
称
）
「
不
登
校
支
援

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
立
ち
上
げ
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
教
育
指
導
】
①
各
学
校
が
作
成
す

る
不
登
校
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
方
針
の
記
載
を
ル
ー
ル
化

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
全
て

の
学
校
が
、
希
望
す
る
児
童
・
生
徒
、

保
護
者
の
意
向
に
沿
っ
て
実
施
で
き

る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
活
用
も

図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
今
後
、
新
た
に
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、

悩
み
を
抱
え
る
保

護
者
が
情
報
を
得

や
す
い
よ
う
改
善

す
る
。

ス
事
業
者
に
お
い
て
は
、
国
に
よ
っ

て
報
酬
改
定
が
さ
れ
た
も
の
の
、
長

引
く
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
経
営

の
厳
し
さ
は
増
し
て
い
る
。
区
民
生

活
を
支
え
る
た
め
に
、
区
内
事
業
者

の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
物
価
高
騰
支
援
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
福
祉
】
区
内
事
業
者
へ
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
国
の
報
酬
改

定
だ
け
で
は
物
価
上
昇
に
対
応
で
き

な
い
」
と
の
回
答
が
多
数
あ
っ
た
た

め
、
区
民
生
活
を
支
え
る
事
業
者
へ

の
特
別
給
付
金
経
費
に
つ
い
て
、
今

定
例
会
に
補
正
予
算
案
を
提
出
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
の
徹
底
で
区
民
の
安
全
を

【
問
】
自
転
車
利
用
者
が
安
全
・
快

適
に
走
行
す
る
た
め
に
は
、
自
転
車

走
行
空
間
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
、

自
動
車
が
自
転
車
専
用
通
行
帯
上
に

駐
停
車
す
る
こ
と
で
自
転
車
走
行
の

安
全
性
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
。
こ

の
よ
う
な
自
動
車
に
は
厳
格
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
が
、
警
察
と
の
協
議

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
都
市
建
設
】
警
察
と
の
協
議
に
よ

り
、
自
転
車
専
用
通
行
帯
上
の
違
法

駐
車
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
区
と
し
て

も
必
要
に
応
じ
て

駐
車
対
策
の
ポ
ー

ル
等
の
設
置
を
進

め
て
い
く
。

高
齢
者
を
守
る
た
め
に
連
携
強
化
を

【
問
】
区
は
、
都
や
区
社
会
福
祉
協

議
会
等
、
様
々
な
主
体
と
の
連
携
を

強
化
し
、
高
齢
者
の
住
宅
確
保
策
を

進
め
て
い
く
べ
き
だ
が
、
現
状
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
そ
の
連
携
を
更
に
強

化
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
建
築
】
有
識
者
や
不
動
産
業
の
協

会
、
福
祉
関
連
団
体
と
連
携
し
、
居

住
支
援
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
情
報

を
共
有
し
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

と
区
が
推
薦
し
た
区
内
の
居
住
支
援

法
人
に
よ
る
サ
ブ
リ
ー
ス
型
の
自
立

支
援
ス
キ
ー
ム
が
開
始
し
て
い
る
。

　

今
後
も
「
お
部
屋
さ
が
し
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
の
対
象
に
生
活
保
護
受
給

者
を
加
え
る
等
、
様
々
な
主
体
と
の

連
携
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

未
来
を
担
う
幼
児
に
最
良
の
環
境
を

【
問
】
質
の
高
い
幼
児
教
育
を
実
現

す
る
た
め
に
、
保
護
者
が
自
由
に
園

を
選
択
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
子

ど
も
た
ち
が
最
良
の
教
育
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

求
め
る
が
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
子
ど
も
た
ち
が
最
良
の

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

全
て
の
保
護
者
に
平
等
な
支
援
を

【
問
】
教
育
力
強
化
に
注
力
し
て
き

た
足
立
区
は
、
保
護
者
の
う
ち
一
人

以
上
が
外
国
籍
で
、
授
業
料
が
有
償

の
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
世
帯
所

得
を
問
わ
ず
、
月
額
６
千
円
の
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。
平
等
性
の
観

点
か
ら
、
同
様
に
授
業
料
が
有
償
で

あ
る
私
立
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
も

補
助
等
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
私
立
小
・
中
学
校
に
在

籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
は
、

外
国
人
学
校
と
比
較
す
る
と
、
家
庭

が
望
ん
で
私
立
学
校
を
選
択
し
て
い

る
場
合
が
多
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
私
立
中
学
校
の
授
業
料
補

助
は
都
が
実
施
し
て
い
る
た
め
、
私

立
小
学
校
を
含
め
、
区
独
自
の
補
助

は
現
時
点
で
考
え
て
い
な
い
が
、
引

き
続
き
、
都
や
他
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。


